
『木のギフト』お便り紹介

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

申し込みいただいた方からの投稿を募集しています！！

せいくん

　息子は何でも口に運びたい盛りですが、香美市
産の木ということで安心して遊ばせています。息
子はスギを気に入ってたべておりました♪
　これから大きくなって遊び方が変わって行く姿
を見るのが楽しみです。この度はありがとうござ
いました。

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

香美市から木のギフト
を受け取られた皆さん
からのご感想、写真を
募集しています。投稿
者の氏名、写真、写真
に映っている方の名前
（ペンネームで構いま
せん）、感想を、下記
のメールアドレスまで
お送りください。

か
～
み
ぃ
ち
ゃ
ん

◆
か
み
ー
る
開
館
３
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト

　

香
美
市
立
図
書
館
か
み
ー
る

の
開
館
３
周
年
を
記
念
し
て
、

「
笑
い
で
元
気
に
！
落
語
＆
笑

い
ヨ
ガ

in

か
み
ー
る
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ア
マ
チ
ュ

ア
落
語
家
・
花
の
家
こ
な
つ
さ

ん
に
よ
る
落
語
と
、
笑
い
の
動

作
と
深
呼
吸
を
組
み
合
わ
せ
た

「
笑
い
ヨ
ガ
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
特
別
企
画
を
行
い
ま
す
。

　

笑
っ
て
心
も
体
も
元
気
に
な

る
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
！

【
日
時
】
11
月
８
日 (

土)

14
時
～
15
時
30
分

【
場
所
】

香
美
市
立
図
書
館
か
み
ー
る

市
立
図
書
館

【
対
象
・
定
員
】

小
学
生
高
学
年
以
上

40
人

※
 

申
込
順

【
申
込
方
法
】

10
月
１
日
よ
り
電
話
で
受
付

【
臨
時
駐
車
場
】

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

Ｊ
Ａ
職
員
駐
車
場

【
協
力
】

(

公
財) 

高
知
県
文
化
財
団

(

げ
い
ぶ
ん
お
届
け
隊)

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】

香
美
市
立
図
書
館

☎
53・

０
３
０
１

◆ ｢

四
国
の
山
々
た
ん
ね
歩
記｣

展
示
の
お
知
ら
せ

10
月
30
日
・
31
日
に
開
催
さ

れ
る
「
全
国
図
書
館
大
会
愛
媛

大
会
」
に
と
も
な
い
、
愛
媛
の

魅
力
を
広
く
発
信
す
る
関
連
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
111
個
実
施
す
る

「
111 (

ト
リ
プ
ル
ワ
ン) 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
香
美

市
立
図
書
館
で
は
「
四
国
の

山
々
た
ん
ね
歩
記
」
の
展
示
を

実
施
し
ま
す
。

　

た
ん
ね
歩
記
は
、
高
知
中
部

森
林
管
理
署
森
林
技
術
指
導

官
・
森
下
嘉
晴
さ
ん
が
、
長
年

に
わ
た
っ
て
四
国
の
山
々
を
歩

き
、
自
ら
描
き
た
め
た
イ
ラ
ス

ト
記
録
で
す
。
山
や
森
の
魅
力
、

民
話
や
伝
承
を
、
温
か
み
の
あ

る
タ
ッ
チ
で
表
現
し
て
お
り
、

今
回
は
、
愛
媛
県
内
の
山
を
中

心
に
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
山

登
り
や
山
歩
き
に
関
す
る
書

籍
・
雑
誌
も
あ
わ
せ
て
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

自
然
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た

だ
け
る
機
会
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】
10
月
１
日 (

水) 

～

10
月
31
日 (

金)

【
場
所
】

香
美
市
立
図
書
館
か
み
ー
る

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
美
市
立
図
書
館

☎
53・

０
３
０
１

あ
る
き

　

◆

一
般
投
稿
作
品

◆  　
　
　

広
報
委
員
会　

選

　
　
　
　
　
　
　
　

え
き　
　
　

  　
　
　
　
　

    　
　

   

宮
涼
し
日
露
の
役
の
絵
馬
か
ゝ
り

明
石　

韮
生

　
　
　
　

       

　
　
　
　
　
　
　

　
　

蝉
し
ぐ
れ
桜
の
木
か
ら
降
り
そ
ゝ
ぐ

五
百
蔵
利
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

ホ
コ
リ
払
い
つ
る
す
風
鈴
風
の
な
し

な　

ず　

な
         　

　

  　
　

  　
　
　

                  

裏
山
や
こ
ぼ
れ
日
ゆ
れ
し
蟬
し
ぐ
れ

久
保　

和
子

　
　苦

瓜
の
花
の
香
り
と
知
ら
ざ
り
し

竹
村　

咲
子

             　
　
　
　
　
　

黒
土
に
青
菜
芽
ぶ
く
や
秋
の
雨

中
村　

定
子

　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　

               

喜
寿
が
来
る
心
に
残
す
夏
の
海

原　
　
　

茂

              　
　
　
　
　
　
　
　

新
米
の
湯
気
と
香
り
に
深
呼
吸

宮
地　

美
代

◆

と
さ
や
ま
だ
フ
ァ
ミ
リ
ア

◆

　
　
　
　

　
　

　
　
　

   

よ
さ
こ
い
の
鳴
子
の
音
も
生
命
が
け

岡
林
由
利
子

　
　
　
　
　
　
　
　

暑
さ
ボ
ケ
お
は
よ
う
の
声
も
目
を
つ
む
る

ゆ　

り　

こ

　
　
　

             　
　
　
　

    　
　
　

二
学
期
は
昔
の
子
の
顔
黒
び
か
り

昌　
　
　

子

　
　
　
　
　
　
　

      　
　
　
　
　
　
　

炎
天
下
息
子
を
安
じ
安
じ
ら
れ

恵　

美　

子

                       

逝
き
し
妻
満
中
陰
は
葉
月
と
共
に

八
王
子
小
太
郎

                       

夏
休
み
汗
と
疲
れ
と
思
い
出
と

詩　
　
　

子

◆
「
涛
光
」
グ
ル
ー
プ

◆

　
　
　
　

　
　

　
　
　

   

海
の
日
の
恒
例
と
な
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

秋
山　

英
身

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

                      
        

癒
さ
れ
ぬ
蛍
一
つ
の
光
に
も

大
場
比
奈
子

  　
　
　

  

ほ
と
と
ぎ
す　
　
　
　
　

                      

内
外
に
時
鳥
き
く
山
の
カ
フ
ェ

井
上　

佐
和

                           　
　
　
　
　
　

天
道
虫
運
命
線
を
く
す
ぐ
り
て

山
岸　

孝
子

　
　
　
　

   　
　
　
　

      

夏
点
前
葉
蓋
の
露
は
白
茶
巾

小
松　

美
鶴

   

　
　
　
　
　

             

腹
這
い
に
臥
せ
ば
鼓
動
も
夏
の
音

秋　
　
　

星

　
　
　
　
　
　

赤
蜻
蛉
波
紋
を
描
く
芸
術
家

明
神
か
お
り

　
　
　
　
　

  

一
人
行
く
蜜
柑
の
花
の
香
る
道

吉
川　

恵
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

青
葉
濃
し
母
の
香
り
の
残
る
部
屋

溝
渕　

龍
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亡
き
夫
の
吐
息
の
ご
と
し
初
蛍

中
橋　

京
子

　
　
　

ま
げ　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

  

ま
だ
髷
も
結
え
ぬ
力
士
よ
九
月
場
所

藤
本
す
み
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

更
衣
派
手
め
の
物
を
残
し
置
く

杉
山　

春
萌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

  
梅
雨
明
け
の
ニ
ュ
ー
ス
体
調
覚
悟
し
て

山
中　

明
石

◆

か
ほ
く
俳
句
会

◆

　
　
　
　

　
　
　

   

秋
口
の
さ
さ
降
り
と
い
ふ
朝
の
雨

乾　

真
紀
子

　
　

  

軒
風
鈴
風
を
呼
び
込
む
夕
べ
か
な

佐
竹　

洋
子

　
　
　

             　
　
　
　

    

新
涼
や
朝
の
コ
ー
ヒ
ー
う
ま
か
り
き

津
田
吾
燈
人

　
　
　
　
　

  　
　

      

い
ざ
な
ぎ
の
里
よ
り
と
ど
く
遠
花
火

野
村　

里
史

                                      

庭
を
掃
く
飛
石
伝
ひ
落
し
文

古
川　

信
子

　
　
　

  　
　

                             　
　
　
　

　
　
　
　

夏
深
し
仁
淀
ブ
ル
ー
に
鳥
遊
ぶ

前
田　

桂
子

                　
　
　
　

　
　
　
　
　

ア
イ
ヌ
語
の
湖
の
蒼
さ
や
蕎
麦
の
花

宮
﨑
た
だ
し

　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
簾
火
の
点
き
さ
う
な
日
を
受
け
て

山
﨑
か
ず
み

　
　
　

   
  　

　
　
　
　
　
　

ラ
ム
ネ
玉
こ
ろ
ん
こ
ろ
ん
と
日
が
過
ぐ
る

山
﨑　

鈴
子

FAX

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

53

・

５
９
５
８

１８Kami
２０２５年１０月号

今
月
の
キ
ラ
リ

広
報
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

裏
山
や
こ
ぼ
れ
日
ゆ
れ
し
蟬
し
ぐ
れ

　

裏
山
の
木
々
の
す
き
間
か
ら
日
が
も
れ
、
ゆ
れ
る

中
、
多
く
の
蝉
が
鳴
い
て
い
る
。
作
者
は
そ
の
情
景

を
的
確
に
と
ら
え
、
詩
情
豊
か
に
表
現
さ
れ
た
美
し

い
写
生
句
。

　

な
お
蟬
時
雨
は
、
多
く
の
蟬
が
い
っ
せ
い
に
鳴
い

て
い
る
さ
ま
を
時
雨
に
た
と
え
た
も
の
。

【
季
語
：
蟬
し
ぐ
れ (

夏) 

】

新
米
の
湯
気
と
香
り
に
深
呼
吸

　

高
知
県
の
早
場
米
の
代
表
的
な
品
種
は
「
南
国
そ

だ
ち
」
と
「
よ
さ
恋
美
人
」
で
、
７
～
８
月
に
収
穫

さ
れ
る
。

　

香
美
市
で
の
お
米
の
収
穫
は
、
９
～
10
月
頃
が
主

流
で
あ
る
。
作
者
は
早
速
、
取
れ
た
て
の
新
米
を
炊

い
て
み
た
。
や
が
て
湯
気
が
あ
が
り
、
新
米
の
香
り

が
ひ
ろ
が
る
。
そ
の
な
か
で
大
き
く
深
呼
吸
を
し
た
。

生
活
の
一
コ
マ
が
、
楽
し
く
喜
び
あ
ふ
れ
る
一
句
と

し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

【
季
語
：
新
米 (

秋) 

】

こ
ろ
も
が
え

あ
き
す
だ
れ

せ
み
し
ぐ
れ


